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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
自
治
会
活

動
や
環
境
美
化
活
動
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
、
小
倉
北
区
の
自
治
総
連
合

会
・
環
境
衛
生
協
会
で
は
、
自
治
組

織
の
発
展
強
化
な
ど
の
た
め
、
様
々

な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
９

月
は
新
ス
タ
ジ
ア
ム
で
初
と
な
る

「
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
」
の
サ
ッ

カ
ー
観
戦
、
10
月
は
校
区
間
交
流
事

業
と
し
て
小
倉
城
庭
園
で
の
「
か
る

た
大
会
」、
11
月
は
「
健
康
を
考
え

る
つ
ど
い
」
と
多
く
の
皆
さ
ま
に
参

加
い
た
だ
き
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
の

際
に
は
、
小
倉
北
区
で
も
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
に
も
大
き
な
被
害
が
出
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
様

な
災
害
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
自

治
会
な
ど
日
頃
か
ら
身
近
な
関
係
を

持
っ
た
つ
な
が
り
で
す
。

　
安
心
・
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
が
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
昨
今
、 

最
も
身
近
な
拠
り

所
と
し
て
、
地
域
の
日
頃
の
付
き
合

い
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
基
盤
と
す

る
自
治
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
地
域
の
様
々
な
行
事
や

環
境
衛
生
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一
層
強
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
皆
様
に
と
っ
て
、

こ
の
一
年
が
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
倉
北
区
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総
連
合
会

　
　
会
　
長
　　

福
　
丸
　
清
　
生

新
年
あ
い
さ
つ

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境
衛
生
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
功
績

を
た
た
え
ら
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

【
環
境
大
臣
表
彰
】

生
活
環
境
改
善
事
業
功
労
者

　
苅
北
　
憲
佳（
中
島
校
区
）

〈
10
月
19
日
　
四
日
市
市
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
て
表
彰
〉

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】

生
活
環
境
改
善
功
労
者

　
入
口
　
素
直（
到
津
校
区
）

〈
11
月
24
日
　
福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
て
表
彰
〉

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　家庭ごみの中に
はリサイクル可能
な古紙が含まれ、
そのうち約半分は

「雑がみ」です。
雑がみや古紙の回収は町内会
や市民センターで行っており
ます。回収事業の奨励金は、地
域のふれあい活動、町内の環境
美化活動など、暮らしやすい地
域づくりのために役立てられ
ています。これからもリサイク
ルにご協力をお願いします。

○雑がみとしてできるもの
お菓子やティッシュペーパー
の空き箱、封筒、はがき、ト
イ レ ッ ト ペ ー パ ー の 芯、 コ
ピー用紙、紙切れなど

ごみ減量で「できるこ
と」まだまだあります。
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共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小久保春代氏を講師にむかえ、「60歳か
らはじめる運動と脳トレ」をテーマに講
演を行いました。健康維持・認知症予防
の簡単で覚えやすい続けられる運動の仕
方を紹介していただきました。楽しみな
がら運動をした約220名の参加者は心も
体も軽くなり会場を後にされました。

晴天に恵まれた爽やかな秋晴れの日、午前はボラ
ンティアガイドの説明を受けながら小倉城を散策
し、午後から小倉城庭園でかるた大会を開催しま
した。郷土の事を詠んだ「北九州市ふるさとかる
た」大会では、他校区の人とチームを組み、真剣
に取り組みました。笑いあり悔しさありで、46名
の参加者は楽しみながら親睦を深めました。

第27回　健康を考えるつどい開催
平成29年11月16日

第６回　校区間交流事業開催
～ 小倉城散策と校区対抗

「北九州市ふるさとかるた」大会 ～
平成29年10月31日

新しいステッカーは、市環境マスコッ
トキャラクターの「ていたん」とギラ
ヴァンツ北九州オフィシャルクラブマ
スコット「ギラン」が登場です。順次
皆さんのまちに登場しますので、みつ
けてください！

町内防犯灯ステッカー
が新しくなりました

交流協定を締結している南九州市を訪問し、地域のまち
づくり等について意見交換を行いました。また、同市の
頴娃町別府石垣商店街を視察し、まちづくり専門のNPO
法人による地域活性化の事例等の説明を受けました。二
日目は桜島国際火山砂防センターにて、火山地帯の噴火
や風水害等の防災のあり方を視察しました。地域活性化
やまちづくり・防災は、行政と地域コミュニティが連携
して取り組んでいかなければならないと感じました。

校区会長視察研修の報告
平成29年11月28日〜29日

南九州市を訪問 頴娃町別府石垣商店街を視察


